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●「鳥は空へ、魚は海へ、人間は社会へ」

私の好きな言葉です。重度の心身障がいで施設

に入所している障がい者が、社会に向けて投げか

けた言葉です。

福祉施設の枠組みのなかに収まるのではなく、

心やからだに障がいのあるスタッフが実社会のなか

で当たり前のようにいきいきと働ける環境をつくり

たい―。

そう考え、私は8年間の都庁勤めに終止符を打

ち、一般社団法人アプローズを設立。障がい者の

働く花屋を立ち上げました。

●みなさま、はじめまして。

私は2014年4月、公務員の世界から思い切っ

て福祉の世界に飛び込みました。現在は、東京都

港区・南青山において東京都指定就労継続支援B

型事業所「アプローズ南青山」を運営しています。

「アプローズ南青山」には、知的・精神障がいや

大人の発達障がいなど様々なスタッフが日々通って

きて、フラワーアレンジメントの技術を学びながら、

働いています。企業や個人のお客様からフラワー

ギフトのご注文をいただくことで、その売上がスタッ

フの工賃（＝収入）になります。

●-福祉施設の概念を超えた新しい事業所

を作りたい-

私は、都庁在職中の3年間、福祉施設に通う障

がい者の工賃アップを図るための支援策を担当し

ていました。施設職員さんへの聞き取りや現地の

確認などのため、都内数百余りの施設に出向く毎

日を過ごしていました。

「障がい者施設」とひとくくりに言いますが、業務

は公園清掃や内職作業、パンやクッキー等の製造

販売など、施設ごとの規模や事業内容は本当に多

岐にわたります。

施設ごとの営業努力で仕事や売上は大きく変わ

ります。長年続く不況のあおりを受けて運営に苦

労されている施設を見ると、胸が痛みました。

食品を取り扱う場合、消費期限があるため、せっ

かく障がい者が一生懸命に作った製品も売れ残っ

一般社団法人アプローズ 代表理事　光
みつ えだ
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「障がい者のお花屋さん」
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て廃棄しているとの話を聞き、いたたまれない気

持ちになりました。

全国の就労継続支援事業所の平均工賃は、一

人当たり月給14,190円、時給176円です（厚

生労働省の平成24年度工賃実績調査結果より）

が、現実には、もっと低い工賃の事業所が都内で

も沢山あります。こうした現場を目の当たりにし、

沸々と湧き起こってきたのは、「経営力のある事業

所を自らの手で作りたい…!」という思いでした。

安定した職業である公務員を辞めることに大き

な迷いはありましたが、日々現場と向き合うにつ

れ、その思いは徐々に、確かな志に変わっていき

ました。

「収益を確保しつつ、障害者も、支援する職員

も楽しくいきいきと働ける。これまでの福祉施設の

概念を超えたまだ誰も見たこともないような事業所

を作ろう!」

そこで私が選んだのが、花屋でした。花屋に決

めた理由は3つ。1つ目は、花に触れることによる

障がい者へのセラピー効果を期待したため。2つ

目は、「障がい者が本格的な技術を学び、個性を

活かしてアレンジする花屋」はスタッフや職員がワ

クワクして働けるのではないかと考えたこと。3つ

目は、季節商品などと違って、花は年間を通して

需要のある商材なので、スタッフに定期的な仕事

を提供できるのでは、ということでした。

ビスターレの花をブランド化するため、花屋の場

所はあえて、東京・南青山という一等地。素敵な

花屋やお洒落なセレクトショップ、雑貨屋などが並

ぶ、ファッションへの感度が高い街です。内装も、

北欧系の家具を多く用いることで明るく開放的なア

トリエを創り、スタッフがのびのびと学び、働ける

ようにデザインしています。

そして、2014年4月。念願の「アプローズ南

青山」をオープンすることができました。

最初は何もない状態からのスタートで不安ばかり

でしたが、1年近く経った今では、嬉しいことに約

50名のスタッフが在籍しており、日々アトリエに賑

やかな笑い声が響いています。

徐々に花屋のファンのお客様や企業との取引も

増え、障がい者スタッフの活躍の場が広がってき

ています。最近では、安倍昭恵総理夫人のご協力

を得て、首相公邸での定期的な生け込みの仕事も

始まりました。

将来的にはアトリエの近隣に花屋の実店舗を構

える計画があります。スタッフが社会の一員とし

て、多くのお客様と交流しながら働くことのできる

場づくりを、目指しています。

鳥が自由に空を舞うように、魚がのびのびと海

を泳ぐように、障がい者が当たり前に街のなかで

働ける社会の実現を夢見て、一歩一歩、歩みを進

めていきたいと思います。

＊ 障がい者の働く花屋 ＊
「BISTARAI BISTARAI

（ビスターレ・ビスターレ）」
http://bistarai-bistarai.com

（ご紹介）
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　こころとキャリアの発達支援推進機構・PRISM

は、大阪府(発達障がい関連分野)特別参与であ
り、大阪大学大学院、大阪大学･金沢大学･浜
松医科大学･千葉大学･福井大学 連合小児発
達学研究科長・教授の片山泰一先生を特別顧問
にお迎えし、そのご指導のもとに、「あらゆる人々
のこころのメンタルヘルスケアとキャリア発達支援」
を目指して、2014年に設立致しました。
　とりわけ、発達障がいの方々や発達障がいの可
能性のある方々への支援、また、そのご家族の
方々への支援に力を入れています。
　法人の愛称PRISMは、「一人ひとりの個性を照
らし出して、一人ひとりの輝きをもたらしたい･･･」
という願いから名づけましたが、その英名の
Organization for Promoting Resource 

Installation and Support of Mind and 

Careerについては、京都大学医学部大学院教授
の十一元三（といち もとみ）先生につけて頂きました。
　そして、本年2月14日には、法人設立記念特
別講演会「大人の発達障がいをどう捉えるか? 

― 理解の視点を得れば支援が変わる! ―」を、
大阪大学中之島センターにて開催致しました。定
員160名のところ、北は北海道・釧路から南は九
州・福岡まで、文字通り全国から、実に538名の
お申し込みを頂き、急遽4室415席を確保、400
余名のご参加を得て、盛会のうちに終えることがで
きました。アンケートでは精神科医・弁護士の先生

方をはじめ当事者・ご家族の方 ま々で、ほとんどが
「非常に良かった」「良かった」との声を頂きました。
　それ以降は、東京や岡山からご相談にお越しに
なられる方もおられますが、地元池田市を中心に、
広く大阪府内から、主に発達障がいグレーソーン
の方々がご相談にお越しになられています。
　地域連携という点では、特別顧問の片山先生と
池田市の発達支援課のご支援を得て、『広報いけ
だ7月号』に「発達障がいかも…と不安を感じてい
ればご相談を」とのコラムを掲載して頂き、当法人
の無料相談会を7月31日・8月1日に実施すること
になりました。また9月には、「不登校・ニート・ひき
こもり・就職就労困難」等に関する無料相談会を、
同じく池田市で開催致します。
　更に、大阪大学大学院連合小児発達学研究科
とPRISMとの共催で、発達障がいグレーゾーンの
方々の相談も含め、「乳幼児の療育から不登校・
ひきこもり・就職就労困難・精神疾患、さらには親
亡き後の成年後見まで…」と題して、発達障がい
にまつわる、あらゆる問題に関する拡大無料相談
会の実施を計画中です。
　これまで、公務員・臨床心理士として、乳幼児
から児童・青少年・成人・高齢者まで、あらゆる
相談に対応、そして障がい児･者からいわゆる「一
般成人」の方々の相談まで、幅広く臨床経験を積
み、最近では司法分野で、精神鑑定補助者として、
その心理アセスメントも担当するようにもなりました。

Be a Light For every ASD!

代表理事　横
よこ
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た

　裕
ひろ
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ゆき

 さんより　

一般社団法人
　こころとキャリアの発達支援推進機構

地域における包括的支援体制の構築をめざして
～地域連携を考えて～
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① 会社概要

ファンケルは、化粧による肌トラブルが社会問題
になっていた1980年に、「化粧品公害で困ってい
る女性たちを助けたい」という信念で、池森賢二
が化粧品の通販会社として創業し、製造から販売
までを、すべて一貫して行う無添加化粧品として
会社の拡大を図りました。その後、1994年にサプ
リメント等の機能性食品事業などを立ち上げ、昨
年2014年4月より、ホールディングとなり、ファンケ
ル化粧品、アテニア化粧品、ヘルスサイエンスな
どの美と健康に関わる会社を配下におき活動をし
ております。

次にファンケルの「理念」についてご説明します。
化粧品公害という「不」の解決が創業のきっか

けでしたので、〈創業理念〉は、「正義感」をもっ
て世の中の「不」を解消しよう、〈経営理念〉は、

「もっと何かできるはず」です。
そして創業と経営の理念のもと、〈社会貢献の

方針〉をつくりました。
ファンケルは、対象を地域とハンディキャップを持

つ方 と々の交流と定めています。

【社会貢献活動　概要】

当社の創業地は神奈川県横浜市栄区で、本社
の近くには日本で初めての重度重複障がい者の通
所施設である「訪問の家」があります。1987年に

「訪問の家」創業者である日浦美智江先生に、創
業者池森がお会いしたとき、「人間は1000人のうち、
4人から5人はなんらかの障がいを持って生まれてく

　橋
はし

　本
もと

　靖
やす

　子
こ

 さんより　

株式会社　ファンケル
　社長室　CSR 推進事務局

　発達障がいの方 に々ついても、重度の知的障が
いや強度行動障がいを伴う方から、高機能・高知
能な超高学歴な方 ま々で幅広く、その支援に携
わって来た経験を活かし、全ての自閉スペクトラム
症の方々を照らす燈火となる（Be a Light For 
every ASD !）べく、精進して参りたいと決意して
おります。
　大阪府発達障がい者支援センター・アクトおおさ
か様からは、事業所向けの研修の講師として使っ
て頂いたり、グレーゾーンの方やクローズで就労中
の方など、制度の狭間で苦労されている方々など
を紹介頂いており、一方で、私の関わっているケー
スも、ジョブジョイントおおさか ‐たかつきブランチ‐
等で開催されている【働くチカラPROJECT】を受

講させて頂いております。今後とも、微力ながら私
どもも協働させて頂いて、少しでも多くの発達障が
いの方々のお役に立てれば幸いと考えております。
　また、精神系の就労移行支援事業所へのコン
サルテーションも始めています。事業所の管理者や
サービス管理責任者の方は、利用者の8割は発
達障がいやその傾向がベースにあると仰っていま
す。我々は、発達障がいだけではなく、外傷性
の精神疾患や解離性の問題の見極めも一定でき
ますし、知的障がいの領域での相談･臨床経験
も豊富ですので、何かお力になれることがござい
ましたら、是非ご連絡ください。新たな地域連
携・地域貢献に向けて、一層精進してまいりたい
と存じます。

（HPは、「こころとキャリア」で検索を。E-mail address: cocoro-to-career@zeus.eonet.ne.jp）
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る。障がいのない人たちの分まで背負って生きてい
る。だからこそ障がいのある人のことは、その家族
だけでなく社会みんなで見なければならない」とい
うお言葉を伺いました。日浦先生の広いお心に感
銘した池森は、得意としていたパンづくりや資金支
援など、個人的に協力を始めました。この活動が、
徐 に々従業員にも広がっていったのです。

1988年には、近所の老人ホームにお伺いし、メ
イクサービスをきっかけに、「ファンケルセミナー」は、
年約130回、全国の特別支援学校や福祉施設で、
社会人になるための「身だしなみセミナー」や「メイ
クセミナー」など行っております。

また、障がい者の自立を目指して1999年に、特
例子会社「株式会社ファンケルスマイル」を設立。
化粧品製造や名刺作りなど、各社のサポート業務
を行っております。

彼女たちは、ファンケルセミナーの備品管理もし
ています。彼女たちが鏡を拭いたり、メイク品を
洗ってくださって、発送してくれるおかげで、毎日、
活動することが出来ています。

② 北摂杉の子会との現在の連携

弊社従業員からの紹介で、2014年11月にメイク・
ハンドマッサージ、ネイルサービスを2日間にわたり、
近隣店舗のスタッフと訪問させていただきました。
「メイクをすることで、ご参加いただいた方々の

笑顔や、鏡を見て喜んでくださる姿を見れたことが
嬉しかったです。交流を通じて、私が元気をいた
だきました。」と、参加した従業員も和やかな時間
を共有させていただきました。今後も、ファンケルセ
ミナーを通して、施設の皆様が笑顔で元気に過ご
していただくお手伝いをさせていただきたいと考え
ています。

③ 今後の高槻地区での連携を目指すもの

ファンケルセミナーを開始して27年目になり、今
では全国の福祉施設で展開しています。

ハンディキャップと地域との交流を大切にし、「もっ
と何かできるはず」の理念で、障がいをお持ちの
方や高齢者が、いつまでも健康で活き活きと暮らせ
る世の中にするために、支援活動（社会貢献活動）
をしてまいりたいと思っています。

ジョブサイトひむろでのハンドマッサージサービスの様子

特別支援学校での身だしなみセミナー
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業務貢献表彰報告
当法人では、職員の業務に取り組む意識向上・スキルアップをねらいとして、サービスの質の
向上や地域社会と法人の関係発展等に貢献した、優れた取り組みやアイデアを表彰する業
務貢献表彰制度があります。
今年度も11の取り組みがエントリーされ、その中から10の取り組み（優秀賞が6つ、努力賞が
4つ）が表彰されました。
本誌62～65号にて、優秀賞に選ばれた取り組みを順次紹介させていただく予定です。

部　　　署 業務貢献の名称 表 彰 者

大阪府発達障がい者支援
センター　アクトおおさか 地域コンサルテーションにおける取り組みと連携 岡　あゆみ

大阪府発達障がい者支援
センター　アクトおおさか

応用講座における高機能自閉症スペクトラム障害の当事者に
よる発表 柳屋　美香

児童発達支援部 「PASSO(パッソ)くらぶ」を通して地域資源の開拓と大阪発
達障害総合支援センターの啓発活動 大澤佳世子

ジョブジョイント
おおさか ライフスキルを楽しく学び合う『jobjointクラブ』プログラム 髙岡　矩子

ジョブサイトひむろ ポスティングの取り組み 高木由香利

生活支援センター
あんだんて 発達特性のある方の一人暮らしを支援する仕組み 森田　典子

■ はじめに
　大阪府発達障がい者支援センターアクトおおさ
かは、大阪府より事業委託を受け、生涯にわたる
一貫した支援体制の構築に向けて、関係機関と
の連携をもとに、相談・コンサルテーション・就労
支援・啓発研修等の事業を行っています。

　これらの事業の中から、年々増え続ける発達障
がいのある方や、その家族からの様 な々相談が身
近な地域でできるように、平成23年度から始めて
いる地域コンサルテーションにおける取り組みと連携
についてご紹介いたします。

平成26年度  業務貢献表彰 優秀賞（法人内表彰制度）

相談員・臨床心理士　岡
おか

　　 あゆみ　

大阪府発達障がい者支援センター アクトおおさか

地域コンサルテーションにおける
取り組みと連携について
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■ 大阪府成人期発達障がい者地域支援体制
サポート事業（平成23年度～平成25年度）

目的：地域の相談支援事業所に発達障がいのあ
る方に対する相談支援のノウハウを普及す
ることにより、身近な地域で相談しやすい窓
口を作る。

内容：①オリエンテーション（事業内容の説明と事
業所の発達障がいに関する相談状況の
聞き取り）

 ②アクトおおさかでの実地研修（相談の陪
席など）

 ③対象事業所を訪問し、事例検討や支援
について具体的な助言をする。

■ 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業
（平成25年度～平成27年度）

目的：地域のサポート機関が、発達障がいのある
方の多様なニーズに対応できるよう、対象を
相談支援事業所だけではなく就労移行支援
事業所、就業・生活支援センター、市町村

（家庭教育支援チーム）等に広げ、発達障
がいの特性の理解と支援力の向上を図る（3
年間で150事業所を目標に実施）。

内容：①事業所を訪問し、ニーズを把握し、希望
を確認。（事業所につき3～4回訪問)。

 ②事業所のニーズに応じて研修や助言を行う。
 ③研修や助言したことが現場で実践できた

かどうか、全体の振り返りをする。

■ 平成26年の新たな取り組み
　地域や支援機関によって発達障がい者支援の
経験、求めている研修内容に違いがあり、支援機
関に合わせたコンサルテーションの内容の多様さが
必要なのではと考えました。そこで、コーディネー
ター派遣事業では基礎講座に「発達障がいの疑
似体験」を加えました。これまでは基礎講座などで
疑似体験は取り入れてきましたが、更に内容を充
実せて、どこの支援機関に対してでも、※疑似体
験を実施することができるように工夫しました。

【泉州】
熊取療育園相談室

【河内長野】
かーな

【大東】
あーす

ハートフル大東

【阪南】
まつのき園

【茨木】
菜の花

【枚方】
陽だまり

【高槻】
あんだんて

【吹田】
シード

【豊中】
る～ぷ

【門真】
サンタ・ランド

【東大阪市】
ふう

【交野】
みのり

【箕面】
もみじの家
パオみのお

【寝屋川】
まごころステーション

【高石】
コラール明日架

1

〈疑似体験の一例〉

注意の向け方・伝え方

次の画像を10秒間しっかり見てください。

「次の画面を10秒間しっかり見てください」とだけ伝え
て画面を閉じる。そのあと「オレンジはいくつありまし
たか？」と質問する。

最初からオレンジに視線が行くので、いくつあるのかが
わかりやすい(どこにポイントを置くのかを伝えることで
情報を整理しやすくなる)。

2回目は画面を見ていただく前に「オレンジに注目し
てください」と伝える。

情報が多すぎて、全体を把握・記憶することが難しい。
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■ 成果Ⅰ
①アクトおおさかと地域の支援者との顔と顔が見

える関係つくり

◦地域の支援機関と情報の共有をすることで、個
別の相談の共通の理解が促がされて、支援が
円滑に進められるようになった。

◦アクトおおさかのケースも地域の支援機関に紹介
しやすくなった。
②地域で活用できる支援機関などの情報収集

◦今後の困難事例への機関連携の方法を検討す
る際の参考となった。
③地域の相談支援機関の発達障がいに関する知

識・支援力の高まり

◦事例検討を通して、発達障がいのある方の生活
上の困りごとを、障害特性からの理解に関する説
明をして、状況改善のための工夫を提案した。
④疑似体験による発達障がい者の特性の理解

◦「この体験が毎日の生活だと思うと、本人のしん
どさが少しは理解できた」「曖昧な言い方を止め
て、具体的に言うようにしようと思った」等、受
講者がレジュメのみでは理解しにくかった発達障
がい者の特性を理解するきっかけになった。

■ 成果Ⅱ
①年度末に「実践報告会」を開催し、事業所から

実践したことや成果等を報告していただき、地

域の機関同士の間で支援の取り組みや地域情
報を共有した。

②サポート事業の集大成として、「事業実施報告
書」を1000部発行（平成26年）。府内の相談
支援事業所、通所施設、療育支援事業所、子
ども・自立支援センターなど約190ヶ所に配布。

■ まとめ
　地域へのコンサルテーションを行うことで、地域
の支援力の向上やより良い社会資源の開発に結び
つけていき、更に発達障がい者のある方が生活を
営んでいる地域の中で、安心して暮らし続けてい
けるようにできればと思います。

 

  

 

 

 

 

 

大阪府成人期発達障がい者地域支援体制サポート事業 

 事業実施報告書 

社会福祉法人北摂杉の子会 

大阪府発達障がい者支援センターアクトおおさか 

※疑似体験：人為的に作った環境やシミュレーションを通して、発達障がい者の独特な世界の見え方や感覚過敏
を体験できるようにしたもの。

実践報告会
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北摂杉の子会のホームページ（http://www.suginokokai.com）では、
様々な法人の活動や情報提供をリアルタイムで掲載しております。
過去3ヶ月のホームページ更新状況をお知らせいたします。
ホームページでは、機関誌のバックナンバーもご覧いただけます。
ご興味のある方は『北摂杉の子会』で検索して、ぜひアクセスしてご覧
ください!

北摂杉の子会のホームページ　更新情報
（平成27年3月～平成27年5月）

掲載ページ 内　　　　　　　　　　容

各施設のご案内

ジョブサイトよど 施設見学会 開催

発達障害のある大学生やコミュニケーションが苦手な大学生の就職活動を応援する
就職支援プログラムのご案内

ジョブジョイントおおさか 見学会のご案内

発達障害のある大学生向けサービス『en+jointクラブ』の報告会開催のお知らせ

お知らせ

関西テレビ「スーパーニュースアンカー」（3月23日放送）にて、大阪発達障害総合
支援センタースーパーバイザー・新澤伸子インタビュー及びJJおおさかがとりあげら
れる 
高槻Jazz Street 2015にて、ぷれいすBeのガレットとジョブサイトよどのコロッケ
を販売

社会福祉法人大阪府共同募金会  施設整備費配分金事業完了のお知らせ

イベント・講座案内

平成27年度 大阪府気づき支援人材育成事業 保育士・幼稚園教諭 合同講座

平成27年度 大阪府気づき支援人材育成事業 保育士等研修

平成27年度 大阪府気づき支援人材育成事業 幼稚園教諭等研修

後援会 後援会情報 更新

よどのコロッケ イベント販売&お知らせ

Café Be
ランチメニュー更新

Café Be ミュージック・ディ情報更新
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（平成27年3月から平成27年5月まで）

法人本部総務部掲示板

掲示板コーナー

5月 行　　　　　　事
11日 法人採用二次面接（法人本部会議室）
13日 経営会議

14・28
日

運営会議

15日 自閉症啓発デー会議（法人本部会議室）
大阪樟蔭女子大学　学内説明会参加

25日 関西学院大学　学内説明会参加
27日 総務管理会議

（河辺　記）

3月 行　　　　　　事
3～10

日
発達障害のある大学生インターンシップ受入

（5日間）
4・23・
30日 自閉症啓発デー会議（法人本部会議室）

6日 内定者施設見学会・懇親会
9日 経営会議
13・

27日 運営会議

14日 佛教大学　学内説明会参加
18日 花園大学　学内説明会参加
21・

28日
法人採用説明会

（高槻商工会議所　第1・2会議室）
26日 総務管理会議

4月 行　　　　　　事
1日 辞令交付式
2日 世界自閉症啓発デー

（生涯学習センター 多目的ホール）
　映画上映会「秋桜（コスモス）の咲く日」
　トーク会「青年期の自立と就労について」
　　高槻市障害者就業・生活支援センター

　所長　成瀬　修 氏　
　　ジョブジョイントおおさか　たかつきブランチ

　所長　星明聡志　
6日 経営会議

6・8・9
日

採用応募者施設見学会

9日 運営会議
10日 自閉症啓発デー会議（法人本部会議室）
18日 平成27年度　第1回法人研修

（高槻現代劇場　402号室）
 ・平成27年度理事長方針の発表
 ・各事業所の事業方針の発表
 ・資格取得表彰
 ・業務貢献表彰及び内容発表

19日 法人採用筆記試験（高槻現代劇場　207号室）
23・

24日
法人採用一次面接（法人本部会議室）

28日 総務管理会議

佛教大学　学内説明会

辞令交付式
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萩 の 杜 掲 示 板

（山根　記）

初夏の陽気を感じる季節になりました。
萩の杜の4月と6月に4名の新入職員を迎え、平成27年度をスタートしています。
日帰り旅行やレクリエーションも始まり賑やかな毎日です。

【萩の杜 3つのR】

Reframing(リフレーミング)

～いつも前向きにとらえる～

Relax(リラックス)

～いつも笑顔で元気よく～

Respect(リスペクト)

～いつもお互いを尊重しあう～

萩の杜 ３つのＲ

新 入 職 員 紹 介

平成27年度、萩の杜で大事にしていく
支援員の姿勢として「3つの R」を
考えました。
こうした姿勢を大切に支援に当たって
いきます!

野条さりな です。
ご利用者のみなさんと
楽しい時間をたくさん
共有したいと思います。

堀田大樹 です。
まだまだ不慣れな点
もありますが精一杯頑
張ります！

桶谷幸祐 です
ご利用者に信頼さ
れる支援員を目指
して頑張ります。

濱田聡 です。
今までの経験も活か
しながら、萩の杜の
お役に立てればと思
います。
元施設長の河阪さん
に似ているとよく言
われています。

トランポリン 映画村 万博記念公園

今年度もふれっとレクリエーションでいろいろな場所へ行っています。
機関紙をご覧のみなさまにもどこかでお会いするかもしれませんね！
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平成27年3月23日
大阪府遊戯業協同組合様より
エブリイを寄贈して頂きました。

（古東　記）

ジョブサイトひむろ掲示板

ふれあいレクリエーション
スポーツの集い

古曽部防災公園体育館　3月13日

しいたけ作業
ジョブサイトひむろでは、平成２６年の夏より、他事業所と共同で樫田の
畑作業を請け負っています。
Ｈ２７年２月〜４月上旬にかけて、しいたけ作業を行った時の様子です。
皆さん、一つ一つ丁寧に、木にしいたけの菌をつけてくださいました。

地域のイベントへの参加、レクリエーションの様子をご紹介いたします
皆さん、ステキな笑顔で過ごされていました！

カラオケ
5月30日

こいのぼりフェスタ
4月29日

伊丹空港
5月14日

伏見稲荷神社
5月28日
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大阪府発達障がい者支援センター アクトおおさか

3月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
6日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（施設）

茨木市　相談支援センターあい・あい　訪問
9日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（施設）

枚方市　枚方市障害者事業協会わお　訪問
平成26年度第3回発達障がい児者支援体制整備検討部会

13日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（施設）
東大阪市　オラシオン相談支援センター　訪問

15日 ペアレント・メンター養成研修　（フォローアップ研修2回目）
19日 泉大津市・田尻町自立支援協議会
30日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（施設）

八尾市　社会福祉法人ゆうとおん　訪問

4月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
2日 世界自閉症啓発デー2015シンポジウム& 大阪城ブルーライトアップ
3日 大阪府地域生活支援課　及び大阪府教育委員会訪問

（新年度挨拶、事業についての調整）
8日 畿央大学訪問（平成27年度ペアレント・トレーニング事業打ち合わせ）

30日 大阪府地域生活支援課来所（ペアレント・メンター事業の打ち合わせ）

5月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
13日 大阪大学キャンパスライフ支援センター訪問

（平成27年度ペアレント・メンター事業の打ち合わせ）
16日 TEACCHプログラム研究会　公開講座
22日 大阪府地域生活支援課訪問

（コーディネーター派遣事業支援マニュアル打ち合わせ）
25日 NHKハートフォーラム打ち合わせ
28日 大阪府地域生活支援課訪問（ペアレント・メンター事業打ち合わせ）

平成27年度第1回発達障害者雇用支援連絡協議会
（山川　記）

世界自閉症啓発デー2015シンポジウム＆大阪城ブルーライトアップ
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３月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
6日 淀川区自立支援協議会相談支援部会・子ども部会準備検討会議

摂津市教育員会　学校巡回・研修後1年のまとめ（実践報告会）
13・17日 an 保護者研修へサポートセンターPASSOの広報

22日 オアシス20･15周年記念祭懇親会出席
23日 四条畷市障がい福祉課　ケース報告会講師派遣
30日 サポートセンターPASSO 募集説明会

４月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
1日 平成27年度　サポートセンターPASSO　療育開始（継続児）
3日 淀川区自立支援協議会　相談支援部会

10日 淀川区自立支援協議会　子ども支援部会発足会
13・30日 サポートセンターPASSO 決定者契約説明会

17日～ 平成27年度新規療育児　発達検査と個別評価療育開始（8月末まで）　

５月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
1日 淀川区自立支援協議会　相談支援部会
8日 和泉市　学校巡回相談①

淀川区自立支援協議会　子ども支援部会
15日 摂津市教職員研修　（特別支援教育）
16日 PASSOくらぶ開始

TEACCHプログラム研究会（職員研修）
22日 和泉市教職員研修（特別支援教育）

高槻市教職員研修自閉症基礎講座①
25日 いちょうの森　職員研修講師派遣
29日 摂津市　学校巡回相談①

（大澤　記）

児童発達支援部掲示板

○研修相談支援室・サポートセンターPASSO

生き物くらぶ・科学発見くらぶ
年間計画の話し合い。
ルールを守って会議をします！
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○自閉症療育センターwill
3月 行　　　　　　事
4日 高槻市巡回「庄所」
5日 高槻市巡回「ティピーおやこの広場」
6日 保護者研修入門Aグループ第10回

10日 高槻市巡回「春日子育て支援センター」
　「どうぞのおいす」

11日 高槻市巡回「庄所　子育てすくすくセンター」
　「ファミリーサポートはるか」

12日 高槻市巡回「かるがも」
13日 保護者研修入門Bグループ第10回
17日 高槻市巡回「パピット広場」「さくらんぼ広場」
18日 高槻市巡回「富田子育て支援センター」
19日 高槻市巡回「ファミリーポート高槻」
24日 三島圏域連絡会会議

高槻市巡回「ぴーかーぷー」
25日 高槻市巡回「ハイネ」「りんごっこ」
26日 高槻市巡回「磐手コミュニティーセンター」

　「どんぐりの森」
27日 平成27年度療育利用決定者説明会

4月 行　　　　　　事
3日 平成27年度新規療育開始
7日 高槻市巡回「かるがも」
9日 高槻市巡回「奥坂コミュニティーセンター」

5月 行　　　　　　事
7日 高槻市巡回「ティビーおやこのひろば」

12日 高槻市巡回「春日子育て支援センター」
　「どうぞのおいす」

13日 高槻市巡回「庄所子育てすくすくセンター」
　「子育て広場　ひだまり」

15日 保護者研修入門Aグループ　第1回

5月 行　　　　　　事
16日 TEACCHプログラム研究会（職員研修）
19日 高槻市巡回「ぱれっと広場」「ひろば　かるがも」
20日 高槻市巡回「富田子育て支援センター」

　「ファミリーポートはるか」
21日 高槻市巡回「ファミリーポートたかつき」
22日 保護者研修入門Bグループ　第1回

大阪府障がい児通所支援事業者育成事業研修　
第1回

26日 高槻市巡回「ぴーかーぷー」
27日 高槻市巡回「ハイネ」「りんごっこ」
28日 高槻市巡回「磐手公民館」「どんぐりのもり」
29日 保護者研修実践交流会　第1回

○児童デイサービスセンターan
3月 行　　　　　　事
3日 平成27年度新規療育児決定者説明会

13日 保護者研修入門Bグループ　第10回
17日 保護者研修入門Aグループ　第10回

4月 行　　　　　　事
10日 淀川区地域自立支援協議会　子ども部会　
13日 平成27年度新規療育開始
24日 淀川区発達障がい児等子育て支援事業

　ピアカウンセリング

5月 行　　　　　　事
1日 淀川区地域自立支援協議会　相談支援部会
8日 淀川区地域自立支援協議会　子ども部会

淀川区発達障がい児等子育て支援事業
　ピアカウンセリング

12日 保護者研修入門Aグループ　第1回
15日 保護者研修入門Bグループ　第1回
16日 TEACCHプログラム研究会（職員研修）
21日 前期個別の支援計画作成面談開始
29日 淀川区発達障がい児等子育て支援事業

　ピアカウンセリング

○自閉症療育センターLink　
3月 行　　　　　　事
6日 保護者研修入門Aグループ　第10回

13日 保護者研修入門Bグループ　第10回
30日 平成27年度療育利用決定者説明会

4月 行　　　　　　事
1日 平成27年度新規療育開始

5月 行　　　　　　事
1日 機関支援（放課後等デイサービス　「すてっぷ」）

14日 大阪府障がい児通所支援事業者育成事業研修　
第1回

15日 機関支援
（放課後等デイサービス　「くれせんと御殿山」）

16日 TEACCHプログラム研究会（職員研修）
21日 保護者研修入門Aグループ　第1回

機関支援
（放課後等デイサービス「らっかせい」「オール
ケアー大日」）

22日 機関支援
（放課後等デイサービス　「オールケアー大日」）

28日 保護者研修入門Bグループ　第1回
機関支援

（放課後等デイサービス　「交野・ほっぷ」「くれ
せんと　釈尊寺」）

29日 機関支援
（放課後等デイサービス　「くれせんと　釈尊寺」）

○こども発達支援センターaz　
3月 行　　　　　　事
21・

28日
平成27年度療育利用説明会

4月 行　　　　　　事
2日 自閉症啓発デイー シンポジウム
3日 平成27年度新規療育開始

5月 行　　　　　　事
16日 内覧会

TEACCHプログラム研究会（職員研修）
18日 保護者研修第1回
26日 内覧会

（谷岡　記）
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4月 行　　　　　　事
3・6・10

・13・15
・17・20・
24・27日

選択プログラム　ドライブ

7・21日 選択プログラム　エアロビ
19日 サイクルピクニック　コロッケ外販

5月 行　　　　　　事
3・4日 高槻ジャズストリート　コロッケ外販

8日 余暇プログラム　プール/ドライブ
9日 余暇プログラム　カラオケ/ 外食

11・15
・18・20
・22・25
・27・29日

余暇プログラム　ドライブ

12・
26日 余暇プログラム　エアロビクス

13日 余暇プログラム　散歩/サッカー
14日 余暇プログラム　編み物/ 図書館

マルシェ　コロッケ外販
15日 余暇プログラム　利用者誕生日外食
19日 余暇プログラム　絵画
20日 余暇プログラム　散歩/ジム
21日 余暇プログラム　散歩
22日 余暇プログラム　プール

大阪社会福祉指導センター前コロッケ外販
23日 余暇プログラム　外食
27日 余暇プログラム　散歩/ドライブ

平野地区/ 淀川地区コロッケ予約販売
29日 豊中地区コロッケ予約販売

（久保　記）

3月 行　　　　　　事
2・9・16
・23日 選択プログラム　ドライブ

4・5・6
日

日帰り旅行USJ
（ユニバーサル・スタジオ・ジャパン）

6・
20日 十三中学校コロッケ外販

10日 選択プログラム　陶芸
11・

25日 選択プログラム　絵画

12日 B.B.マルシェコロッケ外販
13日 選択プログラム　サッカー

十三市コロッケ外販
14日 カフェBeコロッケ外販
18日 選択プログラム　プール
19日 選択プログラム　ウォーキング
20日 選択プログラム　乗り物
24日 選択プログラム　エアロビクス

平野地区コロッケ予約販売
25日 淀川地区コロッケ予約販売
27日 選択プログラム　料理

大阪社会福祉指導センター前コロッケ外販
31日 豊中地区コロッケ予約販売

ジョブサイトよど掲示板

❖ 日帰り旅行：USJにて（3月のグループ） ❖
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ぷれいすBe 掲示板

3月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
8日 高槻カトリック教会にてガレット販売

14日 カフェコンサートを開催（出演：Old「和太鼓ドン」’s 様）
16日 内部研修を実施（各チームからの実践報告：28名参加）

見学：0件

4月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
2日 自閉症啓発デーにてガレット販売

11日 土曜開所日
12日 高槻カトリック教会にてガレット販売

見学：5件26名

5月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
3日 高槻ジャズストリートにてガレット販売（～4日）
9日 土曜開所日

10日 高槻カトリック教会にてガレット販売
21日 勉強会を開催（法人SV 中山清司さんの講義：29名参加）
30日 土曜開所日

見学：2件6名
（下　記）

♣ 4月 土曜開所日 ♦ ♣ 5月 土曜開所日 ♦

♠ 3月 カフェコンサート ♥

Old「和太鼓ドン」’s 様

後援会寺田軌道株式会社様へお礼状

和太鼓倶楽部はっぴぃビート

カラオケ大会Be 級グルメ 焼きそば

アトラクション

お弁当観覧車

ひらかたパーク
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ジョブジョイントおおさか -たかつきブランチ- 掲示板

3月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
2日 避難訓練（高槻）
9日 事業所見学会（十三）

10日 健康診断（高槻）
17日 en+jointクラブ実践報告会（発達障害学生向けサービス）
18日 健康診断（十三）
23日 事業見学会（高槻）
28日 土曜開所日／JJOBの会

4月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
13～24日 個別支援計画懇談期間

13日 事業所見学会（高槻）
20日 事業所見学会（十三）
25日 土曜開所日／JJOBの会／家族ミーティング
30日 企業研究講座発表会

5月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 事業所見学会（高槻）
16日 土曜開所日
18日 事業所見学会（十三）
21日 大人の社会見学（朝日新聞社）
30日 土曜開所日／JJOBの会

（山田　記）

JJOBの会 企業研究講座　発表会
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萩の杜 家族会掲示板

3月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
1日 新旧役員会：新役員候補の担当決定

山尾さん：資金、関山さん：広報、笠原さん：書記、大橋さん：事務局
南さん：会計、棚山さん：会計監査
新旧役員候補の方々に総会資料原稿の作成依頼

定例会
・新役員候補の紹介  ・安全対策委員会報告（勝部施設長）
・互助会案の検討  ・施設からの連絡（勝部施設長）
・萩の杜施設見学・点検報告 ・資金、広報、会計グループ報告

18日 4家族会会長懇談会
22日 カトリック高槻教会にて花販売
26日 サークル萩（手作り品の作成と情報交換会）

4月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 イオンのイエローレシートキャンペーンに参加と贈呈式出席
14日 総会資料60部プリント
20日 安全対策委員会
23日 サークル萩（手作り品の作成と情報交換会）
23日 定例会

・26年度活動報告  ・26年度収支報告と監査報告
・27年度役員選出  ・27年度事業計画
・27年度予算計画
・理事長「年度方針」  ・施設長「活動計画」

26日 カトリック高槻教会にて花販売
27日 広報グループ、機関紙61号発送協力

5月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 イオンのイエローレシートキャンペーンに参加
19日 4家族会会長懇談会
24日 カトリック高槻教会にて花販売
25日 サークル萩（手作り品の作成と情報交換会）

（植松　記）
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ジョブサイトひむろ 家族会掲示板

3月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
17日 第5回役員会　総会準備、新旧役員引継
18日 家族会会長懇談会　法人本部4F（東副会長　出席）

4月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
6日 第6回役員会　総会資料作成（法人本部）

21日 定期総会（生涯学習センター研修室）
　出席者　会員50名　欠席6名　委任状5名
　来　賓　沖本副理事長、平野地域生活支援部長、
　　　　　森田施設長（ジョブサイトひむろ）植松会長（萩の杜）、
　　　　　福田会長（ジョブサイトよど）、厚東会長（ぷれいすBe）
第1号議案　平成26年度行事活動報告
第2号議案　平成26年度会計報告及び会計監査報告
第3号議案　平成27年度役員及び会計監査・参与選任の件
第4号議案　平成27年度行事計画審議の件
第5号議案　平成27年度予算計画審議の件
　以上の議案すべて承認
 ・沖本副理事長より「平成27年度北摂杉の子会年度方針」「平成27年度事

業計画策定に当たって」について説明
 ・森田施設長より「平成27年度ジョブサイトひむろ事業計画」の説明
 ・平野地域生活支援部長より、地域生活支援部の動きとして「ジョブサイ

トひむろ移転」「新規グループホーム」「居宅介護事業」「支援員による医
療的ケア」等についての説明

 ・萩の杜・ジョブサイトよど・ぷれいすBe　各家族会会長より挨拶
総会終了後　懇親会開催（桃莉）

27日 広報委員会　機関誌61号発送（事務局員）

5月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
19日 家族会会長懇談会（東会長　出席）
31日 北摂杉の子会　理事会・評議員会（東会長　出席）

（東　記）
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後列　大東さん、加藤さん、竹内さん、高原さん、唐木さん、金谷さん
前列　山口さん、干場さん、入江さん、東さん

会　　長：東さん
副 会 長：干場さん、高原さん
会　　計：唐木さん、竹内さん
事 務 局：入江さん、山口さん、大東さん、加藤さん
会計監査：金谷さん

JSひむろ家族会新年度の役員さんです

平成27年度 ジョブサイトひむろ家族会総会

平成27年4月21日　於：桃莉　
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ジョブサイトよど&ジョブジョイントおおさか 家族会掲示板

3月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
2日 オアシス役員会にて100円喫茶実施

13日 十三市参加
15日 ペアレントメンター講座参加（会長、役員）
18日 4家族会会長懇親会参加（会長）
23日 淀川区役所健康福祉課係長をお招きして勉強会　21名参加

「今後のサービス」「成年後見制度について」
3月定例会実施　会員21名参加　田端施設長参加　100円喫茶実施

27日 プラザオオサカにて懇親会実施　20名参加
松上常務理事や田端施設長ら支援者と家族会が交流を図った

29日 北摂杉の子会理事・評議員会に参加（会長）

4月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
6日 4月役員会開催　100円喫茶実施

11日 ぷれいすBeの総会参加（会長）
17日～
5月6日 大阪自閉症協会主催世界自閉症啓発作品展に協力参加

21日 ジョブサイトひむろ家族会総会に参加（会長）
27日 平成27年度総会開催　会員20名参加

来賓　中村理事長　松上常務理事　田端施設長　星明施設長
　　　オアシス会長
100円喫茶実施

5月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 オアシス役員会にて100円喫茶実施

5月役員会実施　100円喫茶実施
13日 十三市参加
19日 4家族会会長懇親会参加　法人後援会役員会参加（会長）

（福田　記）

淀川区役所健康福祉課をお招きして勉強会
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ぷれいすBe 家族会掲示板

3月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
5・12・19・

26日 コーラスグループ「コールつばさ」練習会

12日 役員会（ぷれいすBe 会議室）（出席者：新旧役員14名、施設長も含む）
 ・新役員（候補）顔合わせ
 ・第6期定期総会議案書（第1号～第5号）の策定
 ・機関誌発送業務は、西山• 田中• 鶴野• 大屋• 山田さんが担当
 ・新入会員3家族（現時点での会員家族数は53名）

18日 4家族会会長懇談会（出席者：厚東）
29日 北摂杉の子会理事• 評議員会（出席者：厚東）

4月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
2日 臨時役員会（ぷれいすBe 会議室）（出席者：10名）

 ・平成26年度収支および会計監査の承認
 ・総会議案書等の配布

3・7・10日 コーラスグループ「コールつばさ」練習会
11日 第6期定期総会（カフェBe：10時～12時）

会員総数53家族、出席30家族、委任状16家族で総会成立。
審議事項
 ・平成27年度活動報告
 ・平成27年度収支• 会計監査報告
 ・平成27年度役員• 会計監査• 参与選出
 ・平成27年度事業基本計画案
 ・平成27年度予算計画案
　に関わる第1号議案から第5号議案まで、すべて全会一致で承認
　（議長は辰巳さん）
議事終了後
 ・来賓の中村節史理事長、松上利男常務理事、下裕幸施設長の各氏より報告
 ・豊澤進、東敬司（ジョブサイトひむろ家族会新旧会長）、福田啓子（ジョ

ブサイトよど＆ジョブジョイントおおさか家族会会長）の各氏より祝辞
　大門副会長の閉会の辞のあと、｢コールつばさ｣の美しい歌声をしばし鑑

賞し散会
21日 ジョブサイトひむろ家族会総会（出席者：厚東）
23日 役員会（第6期）（ぷれいすBe 会議室）（出席者：10名、施設長を含む）

 ・総会議事録、2人の署名人（岡田• 高橋さん）の確認• 署名を経て確定
 ・役員間の職務分担の決定
 ・参観＆ランチの年間スケジュールの決定
 ・新規会員名簿の作成

26日 萩の杜家族会総会（出席者：厚東）
27日 ジョブサイトよど＆ジョブジョイントおおさか家族会総会（出席者：厚東）

5月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
14日 役員会（ぷれいすBe 会議室）出席者：10名、施設長を含む

 ・会員名簿の確定と配布
 ・参観＆ランチ、参加申込書の集計・整理、第1回目の案内書作成配布
 ・勉強会の大枠決定
 ・見学会の見学先決定

19日 北摂杉の子会後援会役員会（出席者：厚東）
4家族会会長懇談会（出席者：厚東）

28日 新旧役員歓送迎会（岡本町：夢一喜）参加者は13名
31日 北摂杉の子会理事• 評議員会（出席者：厚東）

（厚東　記）
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自閉症スペクトラム児・者を支援する親の会 オアシス掲示板

3月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
2日 オアシス役員会

15日 ペアレントメンターフォローアップ（コーディネーター）研修
17日 オアシス臨時役員会
22日 新澤先生を迎えて20周年・谷岡先生を迎えて15周年記念祭

　ホテルプリムローズ大阪にて　参加者30名
　来賓　北摂杉の子会理事長　中村節史 氏
　　　　オアシス顧問　田川元康先生（大阪樟蔭女子大学教授）
　　　　大阪自閉症協会（元日本自閉症協会理事、大阪TEACCH 療育相談室
　　　　初代代表）大橋一予 氏

23日 オアシスサロン
28日 おやじの会（大阪自閉症協会との共催）

4月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
2日 世界自閉症啓発デー　講演会　相談役参加

20日 オアシス臨時役員会
26日 オアシス役員会・運営連絡協議会

5月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 オアシス役員会
23日 おやじの会（大阪自閉症協会との共催）
31日 北摂杉の子会　理事・評議員会参加

（坂地　記）

新澤先生を迎えて20周年・
谷岡先生を迎えて15周年記念祭
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　本会の活動に対し、萩の杜、ジョブサイトひむろ、ジョブサイ
トよど&ジョブジョイントおおさか家族会、ぷれいすBeの家族会
を含む多くの方々のご支援をいただき、まことにありがとうござい
ます。今後ともより一層のご協力をよろしくお願い申し上げます

<近況報告>
3月	 個人会員：475名、団体会員：21団体
　　　　合計：496名/団体　寄付：1件
4月	 個人会員：445名、団体会員：20団体
　　　　合計：465名/団体　寄付：1件
　　　　（後援会員の退会者あり）
5月	 個人会員：451名、団体会員：20団体
　　　　合計：471名/団体　寄付：5件

<行事>
 ・2015年（平成27年）度の定例役員会を開催しました
（議事録抜粋）
日　時）2015年5月19日（火）14：30～15：30
参加者）役員8名全員が出席（委任状2名を含む）、
　　　　監査役（1名）及び相談役（5名）も全員出席

１．2014年度の活動
1）会員数
　個人会員：527名、団体会員：23団体、
　　　合計：550名/団体
2）後援会費及び寄付
　後援会費：148万円、寄付：61万円、合計：209万円
3）経緯

 ・法人への寄付
　2014年5月に167万円（萩の杜の防災用品購入費用に充当）
 ・セキスイハイム住宅紹介制度は実績なし
 ・定例役員会（総会：2014年5月）に加えて臨時役員会を
3回開催し（2014年8月、2014年11月、2015年2月）、
資金集めの方法などを話し合った

 ・法人各施設、事業所の取引業者様に後援会への入会を
お願いした

２．2014年度の収支と会計監査報告
1）収入
　前期繰越金：1,670,016円、寄付金：616,738円、後援会費：
1,478,000円、受取利息：304円、収入合計：2,095,042円

2）支出
　事務費：2,204円、雑費：24,964円、法人への寄付：1,670,000円、
誤入金を法人に返却：100,000円、支出合計：1,797,168円

3）次期繰越金
　1,967,890円（2015年3月31日現在）
　監査役が上記の会計報告について適正に運用されているこ
とを確認した

３．2015年度の活動計画
1）	法人への寄付
　2015年5月に190万円を寄付（実施済み）。
　法人の6事業所（杉の子ビル、Jブランチよど、たかつきブラ
ンチ、az、will、Link、レジデンスなさはら）にAEDを設置。
2）	後援会員の整理と資金計画

 ・退会希望者などがあったため、個人及び団体会員の整理
を行った
　今年度開始時の会員数は、個人会員：443、
　団体会員：20、合計：463名/団体
 ・資金計画→後援会費、寄付、その他で約155万円の収
入を目標にする

3）	セキスイハイム住宅紹介制度
　今年度も継続する（後援会会員が住宅を建てる人をセキスイ
ハイムに紹介すると、成約者は建物本体価格の3%割引、ま
た後援会に50万円、紹介者にも10万円が支払われます：連
絡先は後援会事務局）

<その他のご報告>
2015年度以降の後援会役員は、次のとおりです
会　長：棚山薫晴
幹　事：植松芳哲、小林夏子、東　敬司、福田啓子、
　　　　厚東洋輔、松岡洋市
会　計：新田順子
（以上、役員）
監　査：永田啓子
相談役：今村一二三、中村節史、沖本卓郎、松上利男、
　　　　本田英世
事務局：佐々木寛昭
（2015年度から幹事の豊澤進氏が東敬司氏に交代します）

（棚山　記）

北摂杉の子会 後援会掲示板
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（注）任意団体である後援会の領収書では確定申告の際に寄付金控除を受けることは出来ませんので、
寄付金控除の出来る領収書をご希望の方は法人の下記口座にお振込み願います。

銀行名：三菱東京UFJ銀行 支店名 高槻支店　口座名：社会福祉法人北摂杉の子会 理事 中村節史
口座番号：5085555

□法人へのご寄附に感謝いたします。（平成27年3月1日～平成27年5月31日）
玉木一彦　富田カズミ　棚山薫晴　中村節史　福田啓子　真野利之　伊藤雅子　浦上俊介　水島佑介　河端良一　
久保いずみ　赤鹿正隆　小川敏夫　三輪　智　野田博之　笠原隆之助　ボランティアグループかたつむり　
自閉症スペクトラム児・者を支援する親の会オアシス

□後援会入会と会費納入（平成26年10月20日～平成27年5月26日）
下川八重子　倉本ことみ　冨坂昭子　冨坂健治　呉山政子　大野捷昭　大野容子　大野博夫　大野博美　岩　　忠　
岩　弘子　岩　愛子　岩　敬子　小川敏夫　小川祥子　大野忠春　東　敬司　井田　進　板倉ひろ子　沖本卓郎　
垣端敏栄　加藤　浩　木下直子　高原正義　豊澤　進　西田良野　西原清二　新田利秀　林　堅一　平原悦子　
三宅達也　古門貞利　林　智恵　柄須賀早智子　福田節子　山尾　崇　山尾郁保　山尾壮志　山尾朝子　松岡洋市
平野千鶴子　池田秀幸　池田万智子　柏原紀男　柏原孝紀　柏原智恵子　榎本貴夫　寺村有里子　中西邦夫　
永田健二　永田啓子　遠藤仁子　森　泰雄　登間佐孝男　本射三重子　富田カズミ　厚東洋輔　厚東志保美　
本城征治郎　本城　翼　本城三四子　佐竹恭一　濱田誠治　前田浩子　大上直子　冨宅由美子　徳本晴美　小林夏子
井上陽子　大谷千由子　伊福久子　宮地和子　井上嘉子　橋長壽子　倉本　周　中西君枝　佐藤康子　
ひばりクリニック 高橋昭彦　石前浩之　新谷　敦　谷村剛史　藤下智子　田中博子　野口良三　稲田聖子　山里将夫　
安部文博　山内千鶴子　具志堅進　山里文男　平田　実　平田登代子　安部勢津子　野口里子　平井雅子　安部美和
安部晶巳　安部匠真　具志堅郁子　吉川輝夫　吉川弘子　榎本浩之　榎本滋子　志村敦子　今中貴子　藤岡　宏
岩井光男　米田たか　野口健司　川田紀久夫　新川　彰　垣本寿也子　井上誠子　久常進治　今村一二三　今村暢也
今村聡之　池下貞子　坂井恵美子　沢田良造　藤岡紀子　今村圭子　今村美佐代　今村洋子　今村誠吾　沢田幸子　
高橋八重子　三宅陽一　北爪隆子　三宅紀子　真鍋宣子　藤田晴美　奥　昌子　中村忠雄　中村昭代　篤田晴子　
棚山薫晴　棚山　妙　棚山薫紀　森谷薫美　森谷奈津美　澤田博美　黒澤桂子　梅本順子　棚山勝行　木谷政之
志賀亞之　高島鴻志　大久保尚武　高島美津子　笠間(旧姓：長尾)杏奈　小野明子　佐々木サツキ　藤井弘子　
平瀬武明　本田成美　増田  博　本田千秋　西坂徹雄　関　正弘　関　喜子　八里さだ　小林伸次　強田純子　
亀田三恵子　山下　学　前田直俊　小林真理子　有限会社 北摂初田 キンキ寝具株式会社　
伊丹産業株式会社 高槻工場　共和運輸株式会社　ダイキュウ総合観光株式会社 代表取締役 岩佐喜久
自閉症スペクトラム児・者を支援する親の会　オアシス　自閉症の人のバリアフリーを考える親の会　はぐくみ

□後援会への寄付（平成27年3月5日～平成27年5月31日）
小川祥子　棚山薫晴　橋本恵美子　新川　淳　志賀亞之　宮本東雨

□家族会へのご寄附に感謝いたします。（平成27年3月1日～平成27年5月31日）
植松芳哲　本田英世　匿名様

□物品のご提供に感謝いたします。（平成27年3月1日～平成27年5月31日）
児島光子　藤岡紀子　滝本　脇田　堀　裕子　不二園芸

□ボランティアに感謝いたします。（平成27年3月1日～平成27年5月31日）
坂井恵美子　佐々木映世

（敬称略　順不同）

社会福祉法人「北摂杉の子会」後援会の趣旨に賛同され、ご支援して
下さる方々の寄付及び後援会への入会をお願い申し上げます。寄付金
と後援会費は法人を支援するための資金とさせていただきます。
お振込みは右記口座まで。
皆様のご支援とご協力をよろしくお願い致します。

寄付と後援会入会のお願い
記

１．寄付金（注） 
２．個人会員 年間－口 2,000円
３．団体会員 年間－口 10,000円

郵便振込口座北摂杉の子会
00920-8-90859
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□ 社会福祉法人北摂杉の子会 法人本部事務所
	 〒569-0071 高槻市城北町1丁目6-8	奥野ビル203
	 TEL	（072）662-8133		FAX	（072）662-8155
	 ［E-mail］	info@suginokokai.com
	 ［URL］	http://www.suginokokai.com

□ 知的障害者生活施設 萩の杜 （施設入所支援・生活介護）
	 〒569-1054 高槻市大字萩谷14番地1
	 TEL	（072）699-0099　FAX	（072）699-0130
		［E-mail］	haginomori@suginokokai.com

□ 萩の杜ショートステイセンター ぶれす
 （短期入所・日中一時支援）
	 〒569-1054 高槻市大字萩谷14番地1
	 TEL	（072）699-0844　FAX	（072）699-0130
		［E-mail］	breath@suginokokai.com

□ グループホーム とんだ （共同生活援助）
	 〒569-0814 高槻市富田町5-13-14	101号室

□ グループホーム みやた （共同生活援助）
	 〒569-1142 高槻市宮田町3-4-1	105号室

□ レジデンスなさはら （共同生活援助）
	 〒569-1041 高槻市奈佐原3丁目15番1号

□ ジョブサイトひむろ
 （生活介護・就労移行支援・就労継続支援B型）
	 〒569-1141 高槻市氷室町1丁目14-27
	 TEL	（072）697-2234　FAX	（072）697-2222
	 ［E-mail］	himuro@suginokokai.com

□ 高槻地域生活総合支援センター ぷれいすBe
 （生活介護・就労継続支援Ｂ型・短期入所・日中一時支援）
	 〒569-1131 高槻市郡家本町5番2号
	 TEL	（072）681-4700　FAX	（072）681-4900
	 ［E-mail］	placebe@suginokokai.com
	 〈短期入所〉	TEL	（072）681-4720

■ 生活支援センター あんだんて
 （指定特定相談支援・指定一般相談支援事業）
	 〒569-1131 高槻市郡家本町5番2号
	 TEL	（072）681-4755　FAX	（072）681-4900
	 ［E-mail］	andante@suginokokai.com

■ 大阪府発達障がい者支援センター アクトおおさか
 （発達障害者支援センター事業）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東1丁目1番6号
	 TEL	（06）6100-3003　FAX	（06）6100-3004
	 ［E-mail］	act-osaka@suginokokai.com
	 ［URL］	http://homepage3.nifty.com/actosaka/

□ 研修相談支援室
 （法人独自の公益事業〈検査・相談・研修・本人支援・講師派遣〉）
□ サポートセンターPASSO
 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東1丁目1番6号
	 TEL&FAX	（06）4862-5454
	 ［E-mail］	passo@suginokokai.com
	 ［URL］	http://oasc.jp

□ 児童デイサービスセンター an 
 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目4番2号
	 TEL	（06）6838-8990　FAX	（06）6838-7015
	 ［E-mail］	an@suginokokai.com	
	 ［URL］	http://oasc.jp

□ 自閉症療育センター will 
 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒569-0077 高槻市野見町3-14	第2高谷ビル2F
	 TEL	（072）662-0100　FAX	（072）662-0056
		［E-mail］	will@suginokokai.com

■ こども相談支援センター wish
 （指定特定相談支援・指定障害児相談支援事業）
	 〒569-0077	高槻市野見町3-14	第2高谷ビル2F
	 TEL	（072）605-1140　FAX	（072）662-0056
	 ［E-mail］	wish@suginokokai.com

□ 自閉症療育センター Link
 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒573-0032 枚方市岡東町24-10	アイエス枚方ビル3F
	 TEL	（072）841-2411　FAX	（072）841-2412
	 ［E-mail］	link@suginokokai.com

□ こども発達支援センター az
 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒558-0003	大阪市住吉区長居2丁目4-1	サンテ長居1F
	 TEL	（06）6654-8777　FAX	（06）6654-8780

□ ジョブサイトよど （生活介護・就労継続支援B型）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目4番2号
	 TEL	（06）6838-7007　FAX	（06）6838-7015
	 ［E-mail］	yodo@suginokokai.com

□ ジョブジョイントおおさか
 （自立訓練〈生活訓練〉・就労移行支援）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東1丁目1番6号
	 TEL	（06）6100-0150　FAX	（06）6309-3007
	 ［E-mail］	jj@suginokokai.com

□ ジョブジョイントおおさか たかつきブランチ
 （自立訓練〈生活訓練〉・就労移行支援）
	 〒569-0072 高槻市京口町9番3号	関西産業ビル4F
	 TEL	（072）668-1123　FAX	（072）668-1165
	 ［E-mail］	jj@suginokokai.com

※■は行政よりの委託事業

施設住所一覧

発行人　社会福祉法人 北摂杉の子会
　　　　理事長　中村 節史
発行所　北摂杉の子会
住　所　大阪府高槻市大字萩谷14番地1
発行日　2015年 7月10日

定価100円


